
ノウハウの“構造化” でプロの認知症ケアを見える化

何ができるか 認知症の人が排泄をスムーズにできないときに “どのような場合”に“どのようなケアを”すればよいかがわかる

特徴 マニュアル等には記載されにくいケアの根拠や目的が明確になる

役立つ場面 介護に困った場面で検索・参照できる
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従来の知見・マニュアル等

“構造化“するときに追加した情報

誰の行為？ →  本人主体の表現へ
どういうときに？ →  障害されている可能性のある認知機能を表現
どのように？ →  ケアの詳細をわかりやすく提示
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